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事業目的

沖縄女子短期大学が拠点となり、県内の児童等に動画教材を活用したプログラミング学習に関する
主体的で対話的な学びの機会を創出し、自宅でも継続的に学べるようオンライン学習により教材を
提供することを本事業の目的とした。児童は、プログラミング学習ツールである「スクラッチ」を
活用したゲームプログラミングで学習し、作品作りに関する「プログラミング・キャラクター」、
「ゲームシナリオ」等のオリジナルゲーム制作することで、プログラミング教育における「知識及
び技能の習得」・「思考力、判断力、表現力等の育成」を身につけることを目指した。

事業内容

本事業で実施する親子プログラミング体験講座・プログ
ラミングスクールは、動画教材を活用した指導を実践す
るものとし、対面型・オンライン教材型の形態で講座を
行う。受講終了後も自宅から継続的に学べるオンライン
学習ツールを提供する。また、補助指導員となるメンタ
ーの育成についても動画教材とオンライン学習ツールを
活用し、構造の理解及び児童等が「どのように学び」・
「何ができるようになるのか」という観点のもとに指導
できるよう研修会を実施する。



事業成果

沖縄女子短期大学施設等を活用した体験型のプログラミング講座を32回開催。体験型のプログラ
ミング講座は、受講1回完結型で終了する動画教材を活用した学習プログラムとし、7月・9月・11
月・1月に第1期から第4期を各8回実施した。第1期から第4期の学習プログラムは毎期で異なるも
のを提供し、同時開催プログラムとして、保護者を対象としたITに関する職業・就業に関するセミ
ナーも実施した。
また、本年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で講座形式を対面型とオンライン教材型で同
時開催していたことから、沖縄県の緊急事態宣言中もオンライン教材型講座は中止をすることなく
遂行ができ、保護者セミナーについても動画配信形式で実施することができた。
受講1回完結型のプログラミング講座を受講した児童等を対象に8月・10月・12月に受講3回完結型
の学習プログラムをプログラミングスクールと称して実施した。これについても対面型とオンライ
ン教材型で同時開催しており、新型コロナウイルス感染症の影響による全面中止等を行なわず、実
行できた。児童等の指導を補助するメンターは、本学に在籍する小学校教諭を目指す学生や他大学
生、社会人から募集した。全9回の研修会にも動画教材を活用し、ゲームプログラミングの構造を
理解するとともに、講座実施に際して児童等が「どのように学び」・「何ができるようになるの
か」という観点で研修を行なった。

・プログラミング体験講座（受講1回完結型） 参加 599名
・保護者対象ITセミナー 参加 188名
・プログラミングスクール（受講3回完結型） 参加 399名

合計1,186名



今後の展開

本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大が本事業を遂行するにあたり、大きな障壁となったこ
とは言うまでもないが、オンライン教材型講座の開講や短期大学の施設・設備を多いに活用したこ
とでソーシャルディスタンスの確保や検温等の対策もスムーズに導入できたものと思慮する。しか
しながら、オンライン教材型講座については多くの課題を残す結果となったことから次年度にオン
ライン教材の改修・学習方途の見直しを行なう必要がある。
今後もアフターコロナの社会におけるIT技術による学習方法の転換は、教育及び人材育成の分野で
更なる強化を目指し、推進することとする。2020年4月より文部科学省新習指導要領がスタートし、
各自治体におけるプログラミング教育の導入が進められることとなっているが、自治体によっては
未だ大きく遅延していることが推測されることから、地域の抱える教育課題であると認識している。
これについても本事業で開発した動画教材における学習プログラムを普及させることで、小学校の
GIGAスクール構想で児童等が主体的に学習できる環境を提供できるものと考えている。次年度は、
本事業で実証した事例を継続的に実行するとともに、学校教育現場で動画教材の活用を目指した出
前授業等を計画する。



画像等

プログラミング体験講座・プログラミングセミナー

保護者対象ITセミナー

メンター育成研修会

講座・セミナーの様子



画像等事業概要


